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本年度４月に実施された6年生の

「全国学力・学習状況調査」の結果

と、本校の概要をお知らせします。

今回の調査では、国語、算数で調査

が行われました。本校においても県内の子どもたちと同様につまずきのある課

題も見られ、一人ひとりに応じた学力の定着を図っていく必要があります。松阪

市全体で重点的に取り組んでいる毎時間の授業で「めあてとふり返りとまとめ

を位置づけた授業づくり」を継続して「未来を切り拓く力（主体的に判断できる

力・多様な人々と協働していくことができる力・新たな価値を創造する力・新た

な問題を発見し解決できる力）」を子どもたちにつけていくため、先生方は日々

取り組んでいます。今回の調査結果は児童が身に付けるべき大切な学力ではあ

りますが、学力の一部でありすべてのものではありません。 

【結果の概要】 

 国語 算数 

 平均正答数 平均正答率 平均正答数 平均正答率  

本校 10.1 問/13 問 ７８％ 10.１問/16 問  ６3％ 

松阪市  ６４．１％  ５８．９％ 

三重県 7.9 問/13 問 ６１％ 8.8 問/16 問 ５5％ 

全国 7.9 問/13 問 ６０.９％ 9.0 問/16 問 ５6.4％ 

本校のような少人数の学校で、平均点が子どもたちの学力の指標につながる

ものでは、ありませんが、全国と比べて特に国語においては１７．１ポイント、

算数においては６．６ポイント上回りました。子どもたちの頑張りはもちろんで

すが昨年度の後期から放課後学習や昼学習なども行ってきたことや子どもたち

に「何を学ぶか」だけでなく「どのように学ぶか」を大切に授業を進めてきた成

果だと思います。継続できるようにしていきます。 

今後も保護者や地域の皆様のご理解ご協力よろしくお願いします。 

鵲小だより



全国・学力学習状況調査の全

国的に正答率が低い問題で

す。やってみて！！ 

 

算数（本校正答率１２．５％、 

全国１７．９％） 

二次元の表から条件に合う

数を読み取ることができる

かどうかを見る問題 

 

 

 

 

国語（本校正答率３７．５％ 

全国３３．５％ 

引用して自分の考えが伝わるように

書き表し方を工することができるか

どうか見る問題。 

 



１．【教科に関する調査の結果・分析】 

強み（県、または全国を２０％以上回る問題）弱み（正答率が５０％未満の問題） 

 

国

語 

 

成

果 

① 資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫すること

ができるかどうか見る。（＋２７．３％） 

② 比喩や反復などの表現の工夫に気づくかどうか見る（＋２１．７％） 

③ 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うかどうか見

る。（＋５４，８％） 

④ 情報と情報の関係づけの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方

を理解し使うことができるかどうか見る。（＋３１．９％） 

⑤ 目的の応じて必要な情報を見つけることができるかどうかを見る。 

（＋４４．５％） 

課

題 

① 資料を工夫するなどして自分の考えが伝わるように表現を工夫することが

できるかどうか見る。（本校正答率５０％） 

② 引用して自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるか

どうか見る。（本校正答率３７．５％） 

算

数 

成

果 

① 体積の意味について理解しているかどうか見る（＋３４．９％） 

② 示された情報をもとに数量の関係に着目して条件に合う時間を止めること

ができるかどうか見る。（＋２１．９％） 

課

題 

① 単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解、その商から二つの

広場のどちらのほうが混んでいるかについて判断できるかどうか見る。（本

校正答率３７．５％） 

② 基準量、比較量、割合の関係が正しくあらわされている図を選べることが

できるかどうか見る。（本校正答率２５％） 

③ 二次元の表から条件に合う数を読み取ることができるかどうかを見る。 

（本校正答率１２．５％） 

 

松 阪 標 準 学 力 調 査 の 結 果 も 見 て く だ さ い                 

3 年生以上（３～５年生）は、松阪市標準学力調査を受け

ています。７月の紺別懇談会で結果が渡されたと思いま

す。ステップ１～５で達成度が示され、ステップ３は児童

の半数以上が正答することが期待できる難易度の問題で

構成されています。個票を確認していただき、家庭でも学

力の定着が図れますようご協力お願いいたします。 

 



２．全国学力・学習状況調査（児童質問紙）の結果から  

「学ぶことにワクワクし、挑戦を楽しむ鵲っ子」をめざして  

 

今年度実施された全国学力・学習状況調査の児童質問紙の結果から、本校の子ども

たちのよさや今後の課題が見えてきました。松阪市が大切にしている「主体」「協

働」「探究」の視点からお知らせします。  

【主体】 自ら考え、決めて行動する力  

• 「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」100％  

• 「学習したことを生かして自分の考えをまとめる活動を行っていた」100％  

• 「学級会での話合いを生かして、自分が努力すべきことを決めて取り組んで

いる」100％  

• 「将来の夢や目標を持っている」80％  

子どもたちは、自ら目標をもち、自分で考えながら学習に取り組む姿勢を身に付けて

います。  

【協働】 仲間と力を合わせて学ぶ力  

• 「友達や周りの人と協力しながら課題解決に取り組んでいる」90％  

• 「話し合いを通して新しい考え方に気付いている」100％  

• 「学級会で互いの意見のよさを生かして解決方法を決めている」90％  

• 「人が困っているときは進んで助けている」90％  

• 「学校生活は楽しい」80％  

一方で「自分と違う意見について考えるのは楽しい」60％、「違う意見を言っても否

定されない」70％でした。多様な意見を安心して伝え合える学級づくりを進めます。 

【探究】 課題を見つけ、解決する力  

• 「総合的な学習で、自分で課題を立てて調べたり発表したりしている」90％  

• 「ICTを活用して情報を集め整理し発表できている」80％  

• 「学んだことを実生活に生かすことができる」90％  

• 「自分で学び方を考え工夫できている」90％  

 

課題を見つけ、情報を集め、まとめ、発信する学習に前向きに取り組んでい

ます。 結果から、主体・協働・探究の力が着実に育っていることが分かりまし

た。今後も「学ぶことにワクワクし、挑戦を楽しむ鵲っ子」の育成に努めてま

いります。  

 

 



 

１１月当面の予定 

６日（金）SC（スクールカウンセラー）来校 

１３日（金）人絹学習出前授業３．４年生 

１７日（火）SC来校 

１８日（水）SSW（スクールソーシャルワ

ーカー）来校 

２６日（木）SC来校 

２７日（金）人権ともだち集会・PTA 人

権講演会 

        童話オペラ 

        「泣いた赤鬼」 

日 曜 主な行事 日 曜 主な行事 

 １ 木 とまとーず交通安全教室 １７ 土  

 ２ 金  １８ 日  

 ３ 土  １９ 月 CS と三雲お話会（１．４．６年）にじい
ろサポーター来校 

 ４ 日  ２０ 火 ５年社会見学 

 ５ 月 CS お話会１年、にじいろサポー
ター来校、委員会 

２１ 水 文化庁芸術鑑賞事業（ワークシ
ョップ）児童のみ 

 ６ 火 ４年社会見学 ２２ 木 文化庁芸術鑑賞事業童話 
オペラ「泣いた赤鬼」公演 

 ７ 水 司書来校、SSW来校 ２３ 金  

 ８ 木 SC来校（午前） ２４ 土  

 ９ 金 前期終業式 ２５ 日  

１０ 土  ２６ 月 CS と三雲お話会（１．３．５年）にじい
いろサポーター来校、SC 来校、３年
社会見学（井村屋） 

１１ 日  ２７ 火 地域ふれあいタウンウォッチング
４年、SSW来校 

１２ 月  ２８ 水 司書来校 

１３ 火 登校指導、後期始業式 ２９ 木 ６年修学旅行 

１４ 水  30 金 ６年修学旅行 

１５ 木  ３１ 土  

１６ 金     

 

１０月２２日（木）地域・保

護者の皆さんもご一緒にご

覧ください。（申し込んでね） 

童話 


